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若年者の労災多発中！　　　　　　　　　　　　　　　
今回は、７～８月に実施致しました2011年度｢労働安全衛生活動｣取り組み調査の結果についてご報告します。今年の特徴は、若年者の労働災害事故が増加しています。
今回は若年者の労働災害事故の事例を紹介します　（期間：2011年4月～2012年3月[image: image14.png])
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）。
	◆　年齢･性別･雇用形態

◆　被災者の勤続･経験
	◆　災害発生状況

①　場所　　　　②　作業内容

③　発生状況　④　災害の状態　
	◆　組合･安全委員会等の対応

	（事例１）

19歳･男性･正社員

勤続1年4ヵ月
	1 内装職場
2 機械の保守作業中
3 試運転中、安全カバーを外した状態で、不具合の調整をしていたところ、左手指がドラムに巻き込まれた。
4 左手指骨折、挫滅創（3ヵ月見込み）
	・緊急安全衛生委員会を実施し、再発防止に努める。
・安全カバー使用の再徹底
・全職場による類似点検の実施

・非定常作業前ミーティングの再徹底

	（事例２）

27歳･女性･派遣社員
勤続1ヵ月
	1 解凍室
2 すり身のビニールの開封時
3 通常スクレーパー（カッター）を奥から手前に動かすが、逆に動かしたため、左手に刃が接触した。
4 左手甲親指根元切創　休業（2日　通院8日）
	・スクレーパーの変更、内製化

・教育、個別指導の強化
・朝礼、昼礼、夕礼にて、ミーティングの実施



若年者への安全教育は万全ですか？　[image: image1.wmf]
このほかにも、転倒3件（休業14日など）、やけど2件（休業14日、休業6日）、挟まれ（休業60日）、交通事故（骨折）などの報告があり、若年者の事故が多発しています。

これらは、被災者の経験年数が浅く、機器の調整などに作業の主眼が置かれ、十分な安全確認ができなかったことが原因の一つといえます。また、上長がいながら事前に事故防止が図れなかったとの報告もありました。
部下の安全を保障するのは上司の責務です（説明・管理責任）。もう一度、確認しましょう！
1 　安全を確保するために定められた責務をどのように果たしましたか？　　　　　　　　　　　
2 　部下を被災させないために、上司として、なぜ、何を、どのように実行しましたか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2011年度「労働安全衛生活動」取り組み調査結果
報告組合157組合　（昨年141組合　回収率63.3％）
1.　2011年度の職場における労働安全衛生活動の取り組みについて
(１)　職場の総点検活動や安全パトロールについて　

[image: image2]
◆　職場の総点検活動や安全パトロールは、会社の取り組みを含め、９割以上が取り組んでいる。
(２)　 月1回以上の安全衛生委員会の開催について

[image: image3]
◆　調査報告組合のうち９割弱の組合が、月1回以上委員会を開催している。

一方で、委員会を開催していない組合が5組合増加し、18組合が実施していない。
(３)　 メンタルヘルス関係で休んでいる労働者（休業者）について

[image: image4]
◆　メンタルヘルス関係での休業者は、３割弱の組合が増加している。
(４)　 メンタルヘルスに関して、労働者から労働組合への相談状況について

[image: image5]
◆　139組合が相談状況を把握しており、そのうち相談件数は１割強の組合で増加している。

会社に任せており、組合として把握していないとする組合も15組合あった。
(５)　リスクアセスメントについて

[image: image6]
◆　リスクアセスメントを実施していない組合は５割弱あり（79組合）、取り組みが進んでいない。
リスクアセスメントを理解しているが、実施していない組合が11組合増加した。
(６)　非正規労働者（パート、アルバイト、派遣労働者、非組合員含む）に対する安全衛生教育について　　
[image: image7]
◆　会社が実施している組合は６割以上であるのに対し、組合独自で実施している組合はない。
会社と共に実施することも含めて、非正規労働者に対する安全衛生教育を強化していく必要がある。
（７）　受動喫煙対策について
[image: image8]
◆　７割強の組合が分煙を実施している一方で、取り組みなしの組合も14組合あった。
(８)　その他の取り組みについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
強化月間等に標語を募集し、表彰等を行い、意識を高めている組合があれば、労災につながる不安全行動を注視するため、不安全行動委員会（月一回開催）を設置した組合もある。一方、会社に任せきりで組合としての安全衛生活動をしていないとの回答も見られた。
　　２．　2011年4月～2012年3月までの期間に発生した労働災害の件数について
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〈報告件数の多い順ワースト3！〉　　　　　　　　　
1位　b.　転倒　　(284件)　　　　　　　　　　　　　　　2006年調査から6年連続で、左記の事故

2位　f. はさまれ･巻き込まれ　(283件) 　　　　　はワースト３位のいずれかになっている！！　　　　
3位　h. 交通事故(263件)
　　　[image: image10.emf]昨年比

2011年 2010年 2011年 2010年

79 (76) 5.1 (4.2)

284 (283) 18.2 (15.9)

67 (83) 4.3 (4.6)

8 (10) 0.5 (0.5)

81 (89) 5.2 (5.0)

237 (263) 15.2 (14.8)

104 (92) 6.7 (5.1)

202 (350) 12.9 (19.7)

500 (527) 32.0 (29.7)

1562 (1773) 100.0 (100.0)

※　カッコ内は昨年報告件数

件数 ％

a. 墜落・転落

b. 転倒

c. 飛来・落下



合計

d. 崩壊・倒壊

e. 激突され

f. はさまれ・巻き込まれ

g. 高温・低温物との接触

h. 交通事故

i. その他
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【報告の傾向】　全体で1562件の報告があった。２年連続で、「b.転倒」の件数が「f. はさまれ・巻き込まれ」の件数よりも多かったことが大きな特徴である。
· 型別にみると、「b.転倒」については284件(18.2%)と一番多い件数となっている。転倒防止対策を徹底するために、①段差は、目立つように色をつけよう。②床面の滑りやすい箇所には、滑り止めテープを貼ろう。③ポール等の標識の設置等により注意喚起をしよう。
· 二番目に多いのが「f. はさまれ・巻き込まれ」237件(15.2%)となっている。「動いている機械に手を出さない」を徹底しよう。そして、「どういう行動をしたら、ケガをするか」を常に考え、非常停止スイッチの位置や作動の点検などを常に確認することで、非常時に備えよう。
· 三番目に多いのが「h.交通事故」(12.9%)となっている。守れていますか？①携帯電話はドライブモード②一旦停止の完全励行③雨降り、夜間、早朝は慎重運転④アルコールが入れば、ハンドル持つな！　
· 「i.その他」500件(32.0%)の内容としては「メンタルヘルス不調者の増加」などが多く報告されています。メンタルヘルス不調への気づきと対応を強化しよう。まずは、ストレスチェックをしてみよう。以下、クリック！！

（厚生労働省「こころの耳」HP　 http://kokoro.mhlw.go.jp/hatarakukata/tool.html）

[image: image11]
「ルールを守る安全職場　みんなで目指す　ゼロ災害」
〈重大災害が発生した場合は速やかにフード連合に報告を！！〉
報告用紙は「フード連合HP(http://www.jfu.or.jp/)加盟組合へのお知らせ→労働局のページ」に掲載中
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安心して働ける安全な職場が必要！
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